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合が高くなる（第3回）・この傾向はセキミ／りに強く，

処理によって茎数相加が最高分けつの10日前から髄く抑

制される・

出椎期は処磨けこよって遅延し300gでは，アジミノリ，

ササックレ，共に8日のむくれを示したが，・セキミノリ

は標準区同様であった．

しかし，成熟期は早生のアミノミ／りが処理閥の動きが

少なく，ササシプレ，・セキミノリの中晩生種は処理間の

動きが大きかった．

収鰯は第4図に示したとおれ　標準区に比していづれ

も減収したが，処理鯛の収量では200g区が飯高で次い

で300g，100gの脇となった．このように初期生育の

抑制が最も少なかった100gについては，後期の雄革（

特にカヤツリ類）によって生育が岨害された為の収量低

下である．又300g区は後胤の雑草発生が少なかったの

で生育環境としては良好であったが，初期の抑制が大き

く影響したので結果的には威収を示した・

このことから考えると，初期の生再抑制が比較的少な

く，且後期の雑草発生が稲の生育を阻害しない程度の

200g区が巌も多収を示した．

4．　あ　と　が　き

PCP粒剤の土壌混入は一応200gが実用性が高いと

見られるが．この場合後期雑草の発生が多い水田にあっ

ては，機械除草～〟C∴Pなどの組合せによって体型づけ

られよう．

蔚貨，品種などによって活着に差があるので陛酉育成

が前提条件となることは勿論である．このPCP粒剤の

土壌混入は今後のPCf■入化成肥料についても略同様の

条件によって使用出来ると思われる．

尚PCPの土壌混入によって減収する要素としては，

一拡着拉致の浣少と植数低下なとであるから，技術対策

としての前提条件は，栽植本数及び穂数の増加，施肥且

などによって「カバー」出来得るか，否かを現在検討中

である．

PCP土壌混入が水稲生育収量に及ぼす影響について
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1．　生　え　が　卓

PCP土壌混入が水稲生育収量に及ぼす影響について7

記の観点エカ坂村した．

1台賃と栽培法の変異

之土壌的条件の差異
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2．賦義方法と編集

1古賀及び栽培法の差異とⅣ♪浪人の影響

llJ　試験方法

ミヨシを用い，A畑百早植（4月4日播．5月は8　2

本慮）・β水歯普通植（4月ズ日計．5月乱日2本臆，土欄

的条件．鉱賞増員土，減水誇0・5叫．♪・C・♪処蝕．（第

1表）による．

努1表タCP処姓

成分量∫／d
処理の深さ 処　 農　 期

（8万） （挿秋 月）

糠　 鵡 1的 0 －8

加 温入 加 10 十 4

卿 混入 剃 10 十 4

助　試験結果

活着の障害．初期生育の抑制の強さはPCP混入量の多

少と併行的である．一時的な活着障害は水西でも比較的

軽い・然し回復力は加西が勝る・生育の回復はJ℃劾

濃入区で6月下旬，叫混入区で7月上旬とをカその后

の生胃量はPCP混入区が勝る，久歯普通寵は知歯早臆よ

少この傾向が大である．

出纏期は畑頗早膿が久苗普通慮よカ8日促進する．

fCf混入によ少出詭扶養延する．PCP混入量の多い捏

第　2　表　　　　生

め

水虫曹通棺は畑百早臆工少避妊の傾向が大きい．繹長．

離数は脚浪人区が多い・養良，－樵着粒教には差がな

い・静夫はPCp混入区が不良で．PCf混入量の多い程，

九百普通楠は加点中庸工少稔実不良である．

玄米収量は知歯早膿が水酉普通臆に此し8％程度多い．

PCP混入による影響は独混入区で線準と同程度，恥

混入で何れも2、8％程度の減収となった．

乙　土場的条件の差異とfCP混入の影響

用　試験方法

ミヨシを用い，A鉱賃砂壌土．減水深さd，β腐植質

火山次土壌．滅水深0．6mの2供試田に於て畑歯早臆．

4月10日播．5月20日2本廟∴」托ア処理（第1表）
による．

助　試験結果

水稲の初期生育上比明らかに鑑賞砂壌土が腐植賃土壌に

勝る・PCP混入に上る初期生乳の抑制は比較的鉱賃砂壌

土が綿々大きく又回復も遅い傾向がみられた．分けつ勘

後半の生育量は比較的腐植賃土壌が大きい．出艶期は鉱

貨砂壌土が腐船賃土染上り8日捏早い．PCP混入に上る

出艶の趣錠は両土膿とも1－2日である．fCP混入に上

少雨土場共精良の増大．一終着枚数の増加の傾向がある

が鉱賃砂壌土が一腋鵬著である・稔実は両土壌共fCP混

入区が低1の傾向があわ．肘混入量の多い稔大きい．

玄米収量は腐植賀土嚢では操準捏度，鉱賃砂壌土で6％

程度の増収となった・除草効果は両土犠共！fCP弛混

入で腋単除草法程度以上の効果があわ，恥混入では略

完全な除草効果が得られた．

膏　　調　　査

移績 7 日后

釦 ケ体 生体董
7 月 13　日 出

穂

（月期 日）

成　　 熟　　 期 平均一幕 当 カ

地　 上 部 地 下　 部 草　　 丈 梓　　 長 碍　　 長 絶　　 長 糖　　 教
絶 拉 数

捻 （急

（り （轟 （中 （淘 （fH （‘⇒ （本）

加

古
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珊 換入 10．1 6．8 4払6 別．7 】 17 79．6 18．5 包．7 ‘汀．2 卯．2

第　8　表　　　収　　量　　綱　　董

ブ　　 ラ　 重 同　　　　 ．比 玄　 米． 二重 同　　　　 比 枇 十屑米重 此 糟 もみ 歩 合 玄 米 千 位 重

畑

舌

礪　　 皐 61．8 100 」弛．2 1（旧 1（旧 駒．5 21．7

王か）浪人 62．0 1∞ 68．8 1（刀 1孤 卯．0 皿．4

助○混入 朗．0 102 砧．4 97 1隕 嶋．8 皿．8

水

舌

礪　　 準 朗．8 1∞ 団．6 珊 100 49．0 21．9

加 混入 朗．5 ．．104 63．5 1㈹ 162 一灯．9 2L 6

加0 混入 朗．1 105 52．2 98 望悠 一灯．l オ）．9
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第　4　発　　　　生　　音　　調 査
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常　5　表　　　　収　　量　　調　　査　（録／4）

▲輩頂　 準

ワ　　 ラ　　 重
同 【 粛 玄 ‾‾米 妄信　52．2 ∈ ：頭 宗 屑米彗％
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第6表　除草効果（対無処理比）　6月出自

マ ツバ イ
被 度 （％）

ヒ　 エ
生 体 皇％ 草生体重（％）

肇 l躁　 準 l 0 ；辺 0

E ng混入 0 a） 0

批 g混入 0 4 0

崖 標　　 準 40 乱 7

賃
壷

200 g混入 且 24 8

勒 混入 12 9 1

古．　　む　す　ぴ

PCP独及び馳（4当少成分量）を荒代時に土壌混

入した結果．水稲生育に対し．活着及び分けつ期前半の

抑制卜分けつ期後半の生育i拗大．生育の遅姐■榛東の

駄下等が秘められ，その影響の強盲は，fCP混入量では

叫＞恥．歯糞及び栽堵法では水由普通胞＞畑帝早値，

土壌的条件は．鉱賃埴壌土0．5仰滅水深＞腐植質火山灰

土0．5CM減水深＞鉱賀砂壌土瓦0m滅水深であった・

玄米収量は全般的に明らかを差はみられなかったがfCP

混入量では2恥が瑚gK紬勝カ．鉱賃砂壌土はPCP混入

区が礫準区より5％捏多く．組頭埴壌土では柏少く・腐

椴蛮火山灰土壌で標準区と同程度とな少．又畑菌早構，

丸首智逼植共PCP混入区が辟準区と同程度か柏々劣る結

果であったが．絶対量は畑苗早苗が8％程，水苗普通植

上少多かつた．

以上の結果，PCP混入を行う増合は．混入量佐相王

適量であわ．安全性の点からも知歯早植栽培が必賢であ

る．土壌的条件は肥効発現早く肥料保持力弱い秋落型の

土壌条件ではPCfH昆人に上少この傾向が是正せられる効

果があるが．地力の発現遅く．かつ多い土壌条件では後

期生膏の通知，生育避妊，稔実の低下等の悪影響があ少

更に倒伏の助長，穂イモチの多発等の危険もあるので土

壌的条件についても充分の留意が必要である・




